
ろろ

市
民

ひ

ば
ろ

市
民

ひ

ば
ろ

のの

市
民

ひ

ば

 

平
成
１９
年
度
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け

て
整
備
し
た
次
の
用
品
を
市
内

の
自
治
会
・
団
体
へ
貸
し
出
し

ま
す
。

 

環
境
美
化
用
品
（
草
刈
機
等
）

 

地
域
の
公
園
や
耕
作
放
棄
地

等
の
管
理
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
歩
行
型
草
刈
機
４
台
　
②
ハ

ン
マ
ー
ナ
イ
フ
モ
ア
２
台
　
③

刈
払
機
２
台
　
④
エ
ア
ー
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
１
台

※
④
の
エ
ア
ー
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー

は
草
刈
機
の
清
掃
用
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

建
設
都
計
課
蕁
５３
│

３
１
１
９

お
祭
り
用
品

 

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り

等
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
テ
ン
ト
（
一
・
五
間
×
二
間
）

２
張
　
②
電
動
か
き
氷
機
１
台

③
焼
そ
ば
機
１
台
　
④
お
で
ん

鍋
１
台
　
⑤
焼
き
物
器
１
台
　

⑥
わ
た
菓
子
機
（
ガ
ス
式
）
１

台
　
⑦
ホ
ー
ロ
ー
キ
ッ
チ
ン
ポ

ッ
ト
（
６０
㍑
）
３
個

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
り
こ
れ
ら
の
備
品
の
保
管
用

に
倉
庫
も
整
備
し
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

蕁
５３
│

２
６
３
１

 
【
今
年
度
の
事
業
利
用
例
】

 

次
の
地
域
・
団
体
な
ど
が
、

事
業
を
利
用
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

イ
ベ
ン
ト
用
品
を
整
備

（
平
山
地
区
振
興
協
議
会
）

 

平
山
地
区
振
興
協
議
会
（
長

谷
田
隆
敏
会
長
）
は
一
般
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
を
受

け
、
次
の
イ
ベ
ン
ト
用
品
を
整

備
し
ま
し
た
。

①
テ
ン
ト
一
式
２
張
　
②
テ
ー

ブ
ル
・
イ
ス
セ
ッ
ト
１０
組
　
③

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
１０
台
　

④
パ
ソ
コ
ン
１
台
　
⑤
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
１
台
　
⑥
プ
リ
ン
タ

ー
１
台
　
⑦
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
作

成
ソ
フ
ト
１
本
　
⑧
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ソ
フ
ト
１
本

 
知
恵
袋
か
ら
学
ぶ

『
里
山
自
然
体
験
教
室
』

 

情
報
交
流
館
「
知
恵
袋
の
会

（
吉
村
實
会
長
）
」
が
主
催
す

る
『
里
山
自
然
体
験
教
室
』
が

十
二
月
十
六
日
、
最
終
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
な
る
第
七
回
目
の
教
室

を
森
林
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

 

こ
の
教
室
は
、
宝
く
じ
の
収

益
を
財
源
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
、
親

子
参
加
型
の
体
験
事
業
と
し
て
、

森
林
総
合
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に

昨
年
四
月
か
ら
、
た
け
の
こ
掘

り
、
田
植
え
体
験
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

 

こ
の
日
は
、
親
子
連
れ
ら
約

九
十
人
が
参
加
し
、
自
分
た
ち

が
育
て
た
も
ち
米
で
、
も
ち
つ

き
や
凧
作
り
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
知
恵
袋
の
会
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

手
作
り
の
凧
あ
げ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

 

吉
村
会
長
は
、
「
来
年
も
参

加
し
た
い
と
い
う
声
が
多
く
嬉

し
い
。
こ
う
し
た
体
験
を
と
お

し
て
子
ど
も
た
ち
に
昔
の
遊
び

や
里
山
の
活
用
方
法
、
自
然
の

大
切
さ
な
ど
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

 

◆
谷
秦
山
先
生
　
墓
前
祭

 

谷
秦
山
先
生
は
、
南
学
興
隆

の
祖
と
し
て
坂
本
龍
馬
を
は
じ

め
多
く
の
勤
王
の
志
士
や
三
菱

の
創
始
者
で
あ
る
岩
崎
弥
太
郎

な
ど
に
多
大
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
ま
た
今
日
で
は
、
学
問

の
神
様
と
し
て
広
く
知
ら
れ
、

県
内
外
か
ら
合
格
祈
願
に
訪
れ

る
受
験
生
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

秦
山
会
で
は
、
谷
秦
山
先
生
の

功
績
を
称
え
、
後
世
へ
と
受
け

継
い
で
い
く
意
味
で
、
毎
年
墓

前
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
郷
土
の
偉
人
と
し
て
、
多
く

の
方
々
に
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
２
月
17
日
（
日
）

 

11
時
〜
（
雨
天
決
行
）

【
場
所
】
谷
秦
山
先
生
ご
墓
前

（
土
佐
山
田
町
グ
イ
ミ
谷
）

【
連
絡
先
】
高
知
県
秦
山
会

（
寺
村
）
蕁
５３
│

５
１
５
１

 

地
域
で
ご
活
用
く
だ
さ
い（
環
境
美
化
用
品
・
お
祭
り
用
品
）

　
　 
〜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
整
備
し
ま
し
た
〜

伝

言

板
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社
会
保
険
庁
で
は
、
基
礎
年

金
番
号
に
結
び
つ
い
て
い
な
い

約
５
千
万
件
の
記
録
に
つ
い

て
、
昨
年
１１
月
か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
作
業
を
開

始
し
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
第
一

弾
と
し
て
、
ご
自
身
の
記
録
と

結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録

が
出
て
き
た
年
金
受
給
者
・
現

役
加
入
者
に
対
し
、
今
年
３
月

ま
で
の
間
に
「
ね
ん
き
ん
特
別

便
」
を
順
次
送
り
ま
す
。

　
第
一
弾
で
送
付
し
た
方
以
外

に
つ
い
て
は
、
第
二
弾
で

４
〜
５
月
に
か
け
て
年
金
受
給

者
に
、
第
三
弾
で
６
〜
１０
月
に

か
け
て
現
役
加
入
者
に
順
次
送

付
し
ま
す
。
 

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
に
よ

る
記
録
確
認
は
、
ご
本
人
の
確

認
と
手
続
き
を
経
て
、
初
め
て

記
録
が
結
び
つ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

に
よ
り
、
年
金
記
録
に
記
載
漏

れ
や
誤
り
が
な
い
か
を
確
認
の

う
え
、
必
ず
手
続
き
を
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き

ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
。

蕁
０
５
７
０
│

０
５
８
│

５
５
５

（
Ｉ
Ｐ
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

蕁
０
３
│

６
７
０
０
│

１
１
４
４

に
お
電
話
く
だ
さ
い
）

  

国
民
年
金
保
険
料
は

 

口
座
振
替
で
前
納
が
お
得

  

一
年
前
納
（
４
月
〜
翌
年
３

月
分
）
お
よ
び
６
カ
月
前
納
（
４

〜
９
月
、
１０
月
〜
翌
年
３
月
）

は
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
納
付
書
（
現
金
）
で

前
納
す
る
よ
り
も
割
引
額
が
高

く
、
さ
ら
に
お
得
に
な
り
ま
す
。

●
月
々
の
納
付
も
口
座
振
替
の

早
割
な
ら
お
得

 

口
座
振
替
に
よ
る
毎
月
納
付

の
場
合
、
通
常
の
振
替
日
は
翌

月
末
で
す
が
、
当
月
振
替
の
早

割
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
保

険
料
が
割
引
と
な
り
お
得
で
す
。

●
口
座
振
替
の
申
し
込
み

　
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
、

預
（
貯
）
金
通
帳
と
届
出
印
を

持
っ
て
、
金
融
機
関
や
郵
便
局

ま
た
は
南
国
社
会
保
険
事
務
所

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
金
融
機
関
で
の
申
し
込
み
は
、

２
月
末
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
）

 

※
平
成
２０
年
度
の
割
引
額
等

に
つ
い
て
は
、
南
国
社
会
保
険

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

 

  

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

  

平
成
２０
年
２
月
よ
り
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
納
付
は
、
被
保
険
者
自
身
か

ら
事
前
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

き
、
以
後
、
継
続
的
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
社
会

保
険
庁
に
立
替
納
付
す
る
も
の

で
す
。
ご
希
望
の
場
合
は
、
社

会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

 

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
国
社
会
保
険
事
務
所

蕁
０
８
８
│

８
６
４
│

１
１
１
１

（ 22 ）広　報　か　み平成２０年２月号

た
だ
い
ま
留
学
中
⑨

年 金
だよりだより
年 金
だよりだより
年 金
だより

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」で

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」で

年
金
記
録
の
ご
確
認
を

年
金
記
録
の
ご
確
認
を

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」で

年
金
記
録
の
ご
確
認
を

作：山闢茉紀・宗石真奈
（山田高校マンガ部）


